
市営新宮沖住宅（完成予想図）

議
38
～
40　
市
営
新
宮
沖
住
宅
建
設
工

事
請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て

【
概
要
】
議
第
38
号
は
建
築
主
体
工
事

で
契
約
金
額
13
億
９
３
６
５
万
５
０
０

円
、
議
第
39
号
は
機
械
設
備
工
事
で
契

約
金
額
１
億
６
８
１
９
万
円
、
議
第
40

号
は
電
気
設
備
工
事
で
契
約
金
額
１
億

６
２
２
２
万
８
千
円
、
履
行
期
限
を
い

ず
れ
も
令
和
６
年
９
月
30
日
と
す
る
も

の
。

【
主
な
質
疑
】

問
議
第
38
号
で
応
札
の
あ
っ
た
２
者

と
も
に
同
額
で
入
札
し
て
い
る
。
同
額

と
な
っ
た
理
由
と
最
終
的
に
１
者
が
選

定
さ
れ
た
経
緯
は
。

答
本
市
で
は
、
落
札
額
の
下
限
と
な

る
最
低
制
限
価
格
の
範
囲
を
予
定
価
格

の
75
％
か
ら
92
％
の
間
と
し
て
お
り
、

２
者
と
も
最
低
制
限
価
格
が
予
定
価
格

の
92
％
と
な
る
と
想
定
し
入
札
し
た
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。

　
落
札
者
の
選
定
は
電
子
く
じ
に
よ
る

抽
選
で
決
定
し
た
。

問
議
第
39
号
に
つ
い
て
、
調
査
基
準

価
格
を
下
回
っ
た
た
め
実
施
さ
れ
た
低

入
札
価
格
調
査
の
結
果
、
技
術
者
の
配

置
基
準
を
満
た
さ
ず
失
格
と
な
っ
た
業

者
は
、
次
回
の
入
札
参
加
は
認
め
ら
れ

る
の
か
。

答
こ
の
度
は
２
者
か
ら
入
札
が
あ

り
、
両
者
と
も
低
入
札
価
格
と
な
っ

た
。
調
査
し
た
結
果
、
そ
の
う
ち
１
者

は
２
名
の
監
理
技
術
者
の
配
置
を
想
定

し
て
い
な
か
っ
た
た
め
失
格
と
な
っ

た
。
落
札
決
定
前
に
判
明
し
た
た
め
次

回
入
札
時
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
な
い
。

【
採
決
】

　

採
決
の
結
果
、
議
第
36
号
他
５
件

は
、
全
員
一
致
、
原
案
ど
お
り
可
決
し

た
。

議
42　
三
原
市
地
域
共
生
基
金
条
例
制

定
に
つ
い
て

【
概
要
】
三
原
市
地
域
振
興
基
金
、
三

原
市
地
域
福
祉
基
金
及
び
三
原
市
社
会

福
祉
基
金
の
設
置
目
的
が
重
複
し
て
い

る
た
め
、
３
基
金
を
統
合
し
、
地
域
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
地
域
福
祉
施

策
に
幅
広
く
活
用
す
る
た
め
、
新
た
に

基
金
（
約
８
億
円
）を
設
置
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問
廃
止
す
る
３
基
金
の
設
置
の
経
緯

と
、
新
た
に
設
置
す
る
地
域
共
生
基
金

の
目
的
及
び
基
金
を
活
用
し
て
実
施
す

る
事
業
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
３
基
金
は
、
交
付
税
や
寄
付
金
を

原
資
と
し
て
、
合
併
前
の
旧
市
町
に
お

い
て
、
高
齢
者
や
障
害
者
、
児
童
の
保

健
福
祉
な
ど
地
域
福
祉
の
増
進
を
目
的

に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
地
域
共

生
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
る
一
方
、

新
た
な
事
業
の
財
源
の
確
保
の
た
め
、

３
基
金
を
統
合
し
、
令
和
５
年
度
は
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
、
ひ
き
こ
も

り
支
援
事
業
、
障
害
者
就
労
支
援
事
業

等
実
施
予
定
で
あ
る
。

議
46　
三
原
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運

営
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
概
要
】
子
育
て
支
援
策
強
化
の
た
め

の
財
源
確
保
と
、
受
益
者
負
担
の
適
正

化
を
図
る
た
め
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
保
護
者
負
担
金
額
を
見
直
す
（
令
和

６
年
４
月
施
行
予
定
）
と
と
も
に
多
子

世
帯
へ
の
軽
減
制
度
を
導
入
す
る
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問
国
や
市
が
「
子
育
て
支
援
」
を
重

要
な
施
策
の
一
つ
と
す
る
方
針
を
打
ち

出
す
中
で
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
保

護
者
負
担
金
を
増
額
す
る
理
由
は
。

答
子
育
て
支
援
策
の
強
化
に
取
り
組

む
中
で
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
含
む

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る

た
め
の
財
源
の
確
保
や
今
後
の
安
定
的

な
運
営
等
、
総
合
的
に
判
断
し
た
も
の

で
、
国
が
示
す
基
準
よ
り
低
額
に
据
え

置
い
て
き
た
保

護
者
負
担
額
を

見
直
し
、
運
営

状
況
に
見
合
っ

た
利
用
料
の
負

担
と
す
る
た
め

で
あ
る
。

【
採
決
】

　
採
決
の
結
果
、
議
第
46
号
は
賛
成
多

数
、
残
余
の
５
件
は
、
全
員
一
致
で
原

案
ど
お
り
可
決
し
た
。

常
任
委
員
会
報
告

（
２
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査
の
主
な
も
の
を
報
告
し
ま
す
）

総
務
財
務
委
員
会�

厚
生
文
教
委
員
会�
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議
49　
三
原
市
と
広
島
県
と
の
間
に
お

け
る
上
水
道
管
理
事
務
の
事
務
委
託
の

廃
止
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

【
概
要
】
本
市
と
県
が
共
用
す
る
県
本

郷
取
水
場
か
ら
皆
実
分
岐
点
の
間
の
施

設
等
の
管
理
運
営
事
務
を
企
業
団
で
行

う
こ
と
に
な
る
た
め
、
事
務
委
託
の
廃

止
に
関
す
る
議
決
を
求
め
る
も
の
。

【
採
決
】

　

採
決
の
結
果
、
議
第
48
号
他
１
件

は
、
全
員
一
致
、
原
案
ど
お
り
可
決
し

た
。

・
６
月
議
案
提
出
予
定

公
共
土
木
施
設
の
異
常
通
報
に
係
る
デ

ジ
タ
ル
化
の
取
組
に
つ
い
て

【
概
要
】
道
路
・
河
川
に
異
常
が
あ
っ

た
際
の
市
へ
の
連
絡
方
法
に
つ
い
て
、

ラ
イ
ン
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
用
い
た
受

付
を
可
能
と
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

た
た
め
、
行
政
間
他
で
試
行
運
用
を
行

う
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問
写
真
も
添
付
で
き
便
利
に
な
る

が
、
費
用
対
効
果
は
ど
う
か
。

答
全
庁
的
な
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
し
て
職
員
自
ら
開
発
し
た
シ
ス
テ

ム
の
た
め
、
コ
ス
ト
は
か
か
っ
て
い
な

い
。
ま
た
、
デ
ー
タ
整
理
の
時
間
削
減

や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が
期
待
さ
れ
る
。

問
シ
ス
テ
ム
へ
の
入
口
（
ア
ク
セ

ス
）
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
入
口
の
掲
載

を
す
る
が
、
市
の
公
式
ラ
イ
ン
の
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
下
段
の
メ
ニ
ュ
ー
に
も
設

け
、
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
し
た
い
。

議
48　
三
原
市
水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
等
の
廃
止
に
つ
い
て

【
概
要
】
本
市
水
道
事
業
が
本
年
４
月

１
日
か
ら
、
広
島
県
水
道
広
域
連
合
企

業
団
の
条
例
適
用
と
な
る
こ
と
か
ら
、

本
市
水
道
事
業
に
係
る
４
つ
の
条
例
を

廃
止
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問
本
市
の
水
道
事
業
に
関
す
る
全
て

の
条
例
が
廃
止
さ
れ
る
が
、
必
要
な
規

程
は
企
業
団
の
条
例
に
適
切
に
反
映
さ

れ
る
の
か
。

答
あ
ら
た
に
企
業
団
条
例
と
し
て
制

定
さ
れ
た
条
例
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
継

が
れ
る
。

問
本
市
で
廃
止
さ
れ
る
条
例
と
企
業

団
の
条
例
と
の
差
異
や
、
今
後
運
営
し

て
い
く
上
で
の
支
障
は
な
い
の
か
。

答
企
業
団
条
例
を
適
用
す
る
ほ
と
ん

ど
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
本
市

条
例
を
企
業
団
に
提
供
し
調
整
が
行
わ

れ
て
お
り
問
題
は
な
い
。
な
お
、
本
市

か
ら
派
遣
す
る
職
員
の
給
与
に
つ
い
て

は
派
遣
元
で
あ
る
本
市
の
給
与
規
定
に

基
づ
き
支
払
わ
れ
る
。

（
市
政
上
の
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
、市
か
ら
の
説
明
）

「
す
べ
て
の
三
原
市
民
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

の
制
定
に
つ
い
て

【
概
要
】
本
条
例
は
、
す
べ
て
の
市
民

が
差
別
の
な
い
、
自
分
ら
し
く
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
、
誰
一
人
と
し
て
取
り

残
さ
な
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

め
ざ
す
こ
と
を
基
本
理
念
に
、
市
は
人

権
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進

す
る
こ
と
、
市
民
や
事
業
者
は
互
い
の

人
権
を
尊
重
し
、
自
ら
も
人
権
意
識
の

高
揚
に
努
め
る
こ
と
な
ど
を
規
定
す

る
。
な
お
、
本
条
例
に
罰
則
は
設
け
な

い
。

・
３
月
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

・
６
月
議
案
提
出
、
10
月
施
行
予
定

「
手
話
言
語
条
例
」
の
制
定
に
つ
い

て【
概
要
】
手
話
は
言
語
で
あ
る
こ
と
の

認
識
に
基
づ
き
、
基
本
理
念
、
市
や
事

業
者
の
責
務
、
市
民
の
役
割
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
手
話
に
関
す
る
施

策
の
基
本
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
全
て
の
市
民
が
、
聴
覚
の
有
無
に

よ
っ
て
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
共
生

す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
す
る
。

・
３
月
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

行
政
説
明
案
件

デジタルを用いた異常通報システム
（イメージ）

経
済
建
設
委
員
会�

水道企業団三原事務所
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